
岩
手
県
知
事
と
岩
手
県
議
会
議
員
の
選
挙
は

四
月
八
日
、
町
内
二
十
五
の
投
票
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
岩
手
県
知
事
に

は
達
増
拓
也
さ
ん（
42
）が
初
当
選
。
ま
た
、
県

議
選
の
八
幡
平
選
挙
区
で
は
、
千
葉
伝
さ
ん

（
58
）
が
再
選
、
工
藤
勝
博
さ
ん（
57
）が
初
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

投
票
率
・
前
回
を
下
回
る

本
町
の
知
事
選
の
投
票
率
は
六
二
・
一
一
％
、

知
事
選
で
過
去
最
低
の
前
回
六
三
・
〇
二
％
を

〇
・
九
一
ポ
イ
ン
ト
さ
ら
に
下
回
り
ま
し
た
。

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
（
近
藤
好
郎
委
員
長
）

で
は
、
町
内
各
地
に
の
ぼ
り
を
掲
げ
る
な
ど
投

票
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
投
票
率
県
内
最
下
位

の
汚
名
を
返
上
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
「
わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
を
決
め
る
選
挙
で

す
。
積
極
的
に
投
票
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
、

選
挙
の
年
の
幕
開
け
に
当
た
っ
て
投
票
率
の
向

上
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

合　　計

〔５〕平成19年５月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成19年５月１日〔４〕

本町の投票率62.11％
県知事・県議会議員選挙

7月は参議院議員、8月の町長、

12月の町議会議員と選挙が目白押

しの年。今回投票できなかったあ

なたも「自分たちの生活を良くす

るために」ぜひ一票を投じましょう。

今度こそ　投票しようね！

町の総合センターで一票を投じる有権者。

＝ 開票結果　＝
●岩手県知事選挙

候補者名
得票数

岩手県 鐚巻町
当選　達増拓也 454,135 2,043

柳村純一 158,881 1,672
ザ・グレート・サスケ 61,922 222
菅野恒信 48,456 184
芦名鉄雄 23,150 118

●岩手県議会議員選挙

候補者名
得票数

岩手県 鐚巻町
当選　千葉　伝 11,670 2,893
当選　工藤勝博 10,044 527

高橋時夫 9,351 768

地区 投票区 投票所
投票率比較
Ｈ15 H19

町内

西部

江刈

北部

1 新町自治会館 65.55 64.83 

6 田代ｺﾐｭﾆﾃｲｾﾝﾀｰ 57.96 62.01 

11 茶屋場自治会館 59.50 58.26 

25 総合センター 62.93 66.17 

小　計 62.08 62.79

2 ゆきわりそう 57.01 53.40 

3 土谷川生活改善ｾﾝﾀｰ 58.65 59.05 

4 元木生活改善ｾﾝﾀｰ 76.70 71.57 

5 小屋瀬農村ｾﾝﾀｰ 68.14 70.43 

19 上外川林業研修ｾﾝﾀｰ 69.70 64.71 

小　計 66.41 65.11

12 馬淵公民館 63.28 57.81 

13 車門ふるさと会館 62.95 69.42 

14 五日市生活改善ｾﾝﾀｰ 59.76 59.20 

15 江刈農村ｾﾝﾀｰ 50.82 53.62 

16 寺田公民館 55.28 51.32 

17 橋場生活改善ｾﾝﾀｰ 64.13 54.49 

18 水車の里交流館 67.11 59.73 

小　計 59.35 57.32

7 夢見る里ふれあい交流館 65.45 58.79 

8 小田林業研修ｾﾝﾀｰ 67.05 73.39 

9 星野生活改善ｾﾝﾀｰ 58.77 54.61 

10 鷹の巣公民館 80.70 81.13 

20 田屋集落ｾﾝﾀｰ 76.56 73.87 

21 冬部生活改善ｾﾝﾀｰ 80.52 85.51 

22 名前端公民館 80.65 75.44 

23 毛頭沢林業研修ｾﾝﾀｰ 71.43 62.50 

24 田野構造改善ｾﾝﾀｰ 70.66 66.39 

小　計 68.49 66.33

63.02 62.11

投票区別の投票率（知事選挙）

協
働
の
町
づ
く
り

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
か
ら
地

域
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
仕
事
を

お
願
い
し
て
い
た
行
政
連
絡
員
制

度
を
、
三
月
三
十
一
日
に
廃
止
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
行
政
連
絡

員
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

新
た
に
自
治
会
連
合
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
三
日
の
設
立
総
会
で

会
長
に
下
四
日
市
榮
造
さ
ん
（
四

日
市
町
内
会
）
を
選
任
。
各
自
治

会
の
情
報
交
換
、
町
づ
く
り
の
先

進
地
視
察
、
町
へ
の
要
望
な
ど
の

自治会連合会を結成

会長に下四日市さん

ほ
か
こ
れ
ま
で
独
自
の

連
合
会
組
織
と
し
て
活

動
し
て
い
た
納
税
や
公

衆
衛
生
に
関
す
る
活
動
も
併
せ
て

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
行
政
連
絡
業
務
は

各
自
治
会
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

自
治
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に

「
協
働
の
町
づ
く
り
」
の
主
体
と
し

て
自
治
会
の
役
割
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
な
か
で
、
地
域
で
で
き

る
こ
と
は
地
域
の
自
主
性
に
お
願
い

し
、
町
で
は
こ
れ
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
町
と
地
域
が
進
め

る
「
協
働
」
の
一
歩
前
進
で
す
。

ま
た
一
歩
前
進

グリーンテージで行われた総会と会長に選任された下四日市さん（右）

「
風
と
恋
」
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

6年目の春に句集発刊

小さな町から全国に向けて発信した「俳句コンテ
スト」の優秀作品集が発刊され、心温まる作品集が

話題を集めています。

作品集はＡ５版、約130ページ。入賞作品245句が

収められ500部を印刷。コンテスト５周年の節目と

して「俳句で文化の薫る町づくり実行委員会」（藤

岡徹会長）が取り組み、コンテスト入賞者や町内の

学校など関係機関にこのほど配布されました。

作品集には、入賞作品のほか吟行会の様子などを
紹介した写真、これまでの歩みがつづられています。

第１回から選者としてお迎えした黛まどかさん

は、句集の中で「第二のふるさとはわたしにとって

鐚巻である。鐚巻は日本中の人々の第二のふるさと、

そして平成の歌枕の地として多くの詠み人を誘い続

けるに違いない」と、発刊に当たり心境を寄せてい

ます。

また、第１回「風の句」最優秀賞受賞の味村恒男
さん（愛媛県松山市在住）は「そのときの感激、手

づくりのイベント、忘れる日はありません。ロマン

チックで人情豊かな町、今後も俳句の町として続け

てください」と当時を振り返って感激のメッセージ

と町へのエールを送っています。

このほか俳句事業に関わった多くの方から、コン
テスト開催５周年に寄せての感慨深いメッセージも

盛り込まれています。

同実行委員会の藤岡会長は「全国から応募してい
ただいた皆さんと、関係者の粘り強い努力と「俳句」

の種をまいてくださった黛まどか先生のおかげさま

です」と感謝していました。

子どもからお年寄りまで世代
を問わずだれもが取り組むこと

のできる俳句。全国各地の俳句

コンテストに多くの町民が入賞

するなど、俳句への日常的な取

り組みが広がっています。

冬澤千榮子さん
（41歳・寺田）

「
わ
た
し
た
ち
も
俳
句
作
っ
て

る
よ
」（
江
刈
小
の
児
童
た
ち
）

補 助しています

町産財を使った木造住宅建築費用

対象者や補助額など、詳しくは農林

環境エネルギー課（蕁内線145）へどうぞ


